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※本文中の( )内の数値は、志願者数の前年度対比指数を表します。 

◎志願状況全体概況 

□延べ志願者数は前年度よりやや減少 

〔私立大志願者数推移〕 

駿台が集計した私立大519大学

の一般選抜(学校推薦型選抜・総

合型選抜等を除く)で志願者数が

確定した募集単位を合計した延

べ志願者数は、約307万人(96)で

前年度より約４％のやや減少で

した。この数値から推定される最

終的な全私立大の延べ志願者数

は、前年度の322.8万人と比較し

て、約４％減少の310万人余りに

なると予想されます。 

このような、一般選抜志願者数が「やや減少」である背景には、下記の４点が考えられます。 

① 18歳人口の減少および浪人発生数減少に伴う受験人口全体の縮小。 

② 中堅大学における年内入試(学校推薦型選抜、総合型選抜)へのシフト。 

③ 私立大一般選抜全体の競争緩和による１人あたりの併願校数減少。 

④ 地方の厳しい経済状況を反映した地元国公大志向の高まり。 

また、コロナ禍の影響は大学入試時点ではかなり緩和されたものの、2023年度入試を受験した高３生は高校

入学時に学校一斉休校を経験しており、地方在住者は地元から離れた都市部の大学の情報を得る機会が制限

されました。これが、積極的な志望への逆風となり、有力大学が都市部に位置する私立大志願者数減少に影響

しています。 

□一般方式は５％のやや減少、共通テスト利用方式は微減 

〔私立大一般選抜 方式別志願者数 前年度対比指数〕 

左のグラフは、私立大

一般選抜の入試方式別の

延べ志願者数の前年度対

比指数の推移を表したも

のです。 

2023年度では、一般方

式(95)はやや減少、共通

テスト利用方式(98)は微

減となっています。ただ

し、共通テスト利用方式

は、グラフにはありませんが新規導入の募集単位を除くと(94)のやや減少となりました。共通テスト利用方式

は、早稲田大・教育のC方式、D方式や上智大の共通テスト利用方式(３教科型)など、有力大学での新方式導

入により前年度並の志願者数を維持しています。 

273.7 
263.0 257.0 250.2 

259.3 263.0 267.1 273.8 277.6 278.7 

296.7 302.8 305.2 
316.4 

339.2 

365.2 

389.0 
377.6 

322.8 322.8 
310.5 

200

220

240

260

280

300

320

340

360

380

400

2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

万人

年度

私立大<一般選抜>志願者数推移(5/30現在）

2022年度までは、文部科学省発表数値。2023年度以降は駿台による推定値。
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